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　商業施設や店舗、ホテルやマンションのエントランスなど、人々が集う場所で人目を引く意匠
デザインは差別化を図る上で、根強い人気を博している。そうした中、煉瓦の重厚感と風合いは、
悠久の時間を感じさせる唯一無二ともいえるものであり、どこか異国情緒の漂う雰囲気すら暮らしの
一場面を彩る景観材として広く使用されている。また、意匠材としてだけでなく、優れた構造材
としての魅力があるのも特徴の一つだ。
　そこで本特集では、前衛的な意匠デザインで注目を集める㈱髙山煉瓦建築デザインの髙山登志彦
さんに最新施工事例を紹介いただきながら煉瓦のマテリアルとしての魅力について伺うほか、
120年を迎える赤煉瓦酒造工場の遺構、メーカー各社のアンケートを紹介し、煉瓦の魅力と今後の
展望を探っていく。 （編集部）
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